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Ⅰ  令和３年 度事業 報告  

 

開発公社 は、昨 年 度に引き 続き度 重 なる緊急 事態宣 言 やまん延 防止等 重 点

措置によ り経済 が 低迷 する 中で苦 境 を強いら れまし た 。この間 、購買 行 動や

外食に関 するラ イ フスタイ ル の変 化 、エネル ギーや 原 料調達の 高騰、 円 安基

調などに よって 先 行きの予 測がよ り 困難な状 況とな っ ています 。こう し た不

透明な経 営環境 に おいても 、コピ ス 吉祥寺を 筆頭と す る既存テ ナント を 守る

ことを優 先する 経 営方針を 堅持し た 結果、 一 定の事 業 収益を確 保する こ とが

出来まし た。そ の 一方、 こ の数字 だ けでは見 えてこ な い令和４ 年度以 降 の減

収に影響 を及ぼ す 事象 が発 生した こ とも含め て今年 度 を捉える 必要が あ りま

す。  

 

 

直近３年 の主要 指 標と来期 予測  

                           （単位 ：百 万 円） 

 R01年 度  R02年 度  R03年 度  R04年 度 予 測  

事 業 収 益 1,519  1,383  1,456  1,421  

経 常 増 減 額 147  107  136  27  

借 入 金 残 高 3,335  3,045  2,755  2,465  

積 立 資 産 額 760  760  760  760  

公 益 目 的 収 支 差 額  81  64  71  63  

流 動 比 率 61.3%  70.2%  76.6  - 

 

 

１．業務 の概要  

１  きっ かけづ く り事業  

(1)吉祥寺に おける 官民連携 のまち づ くりを強 化すべ く、武蔵野市 より都 市

再生推進 法人の 指 定を受け ました。武 蔵野市と ともに、吉 祥寺の将 来価

値創造に つなが る 社会実験 を行う 準 備をして きまし た が、コ ロナ過 によ

り延期を 余儀な く されまし た 。 [定款 第４条第 １項第 １ 号事業 ] 

(2)  吉 祥寺 東部 地 区活 性化 を目 的と した 吉祥 寺イ ース トサ イド アク ティ ベ

ーション の一環 と して、同エリ アで活 動する団 体や事 業 者などと 協力し

て「吉 祥寺イ ースト サイドか るたプ ロ ジェクト 」に 取り組 み、地 域との

良 好 な 関 係 づ く り や 地 域 の 魅 力 の 情 報 発 信 に つ な げ る こ と が 出 来 ま し

た。 [定款第 ４条第 １項第 ４ 号事業 ] 

 



2 
 

 

２  サポ ート事 業  

(1)街の イン フラ の 一つと して 定着 し ている 「吉 祥寺 フ リー Wi-Fi」の 利用

価値と利 便性向 上 を図るた め 、来街者 に対して 吉祥寺 の まとめ情 報 の提

供と、来街 動機等 が 調査でき るシス テ ムを導入 し、分析 結 果をまち 場と

共有しま した。 [定 款第４条 第１項 第 ５号事業 ] 

(2)高層化に よらな い都市の 高度利 用 として展 開中の「吉 祥寺ポッ プアッ プ

ストアポ ータル 」は コロナ過 で事業 者 の意欲は あって も 実績につ ながり

ません でし た。 来 年度、 再チ ャレ ン ジ しま す。 [定款 第 ４条第 １項 第４

号事業 ] 

(3)新たにオ ープン したＧＲ ＥＥＮ Ｉ ＮＧ広場 の植栽 や、既存の 吉 祥寺デ ッ

キやペニ ーレー ン に設置し た緑化 プ ランター におい て、緑化と賑 わいを

両立さ せた スペ ー ス とし て整 備に 取 り組み まし た 。 [定 款第４ 条第 １項

第２号事 業 ] 

(4)コロナ禍 の苦境 だからこ そまち 場 を支える という 考 えのもと 、地 域団体

等が実施 する地 域 活性化事 業やま ち づくりに 関する 活 動に対し 、ま ちづ

くり活動 助成に よ り支援し ました 。 [定款第４ 条第１ 項 第４号事 業 ] 

 

３  不動 産管理 運 営 事業 [定款 第４条 第１項第 ６号事 業 ]  

(1)開発公社 ビル（ エフエフ ビル） 管 理運営業 務  

コ ロ ナ 過 で 厳 し い テ ナ ン ト を 支 援 す る た め 、 賃 料 減 額 を 一 部 実 施 し た

こ と に よ り 年 度 末 時 点 で の 空 き 区 画 は Ａ 棟 地 下 １ 階 の わ ら べ 後 の 大 型

テ ナ ン ト ス ペ ー ス １ 件 の み で し た 。 さ ら に 懸 案 で あ っ た そ の 場 所 の 賃

貸 に つ い て 周 囲 へ の 好 影 響 が 見 込 め る ネ ー ム バ リ ュ ー の あ る テ ナ ン ト

と基本合 意でき ま した。ま たオー プン 以来、イ ベント 開催 が困難で あっ

たＧＲＥ ＥＮＩ Ｎ Ｇ広場で「パン のフ ェス」を 初開催 。そ の後、あ る程

度 連 続 し て イ ベ ン ト 開 催 が で き る よ う に な り 、 賑 わ い 創 出 と 来 館 者 数

増に寄与 しまし た 。  

（ 単 位  千 円 ） 

項   目  R01年 度  R02年 度  R03年 度  

ビ ル 賃 貸 料 1,140,423 1,021,323 1,088,570 

業 務 受 託 料 10,540 10,540 10,680 

保 守 負 担 金 31,820 27,370 25,465 

計  1,182,783 1,059,233 998,459 

事 業 費 用 1,053,514 1,012,430 947,417 

（ 地   代 ）  (248,661) (202,630) (215,476) 

床 稼 働 率 100% 99.0% 99.0% 
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(2)開発公社 第２ ・ 第３・第 ４ビル 管 理運営業 務  

年 度末 時 点 で 各 ビ ル とも に 空 き区 画 は あり ま せ ん。 一 方 、設 備 の 老朽

化 が顕 在 化 し始 め た ので 、 維 持管 理 の ため の 対 応を 検 討 する 必 要 があ

ります。  

                          （単位  千 円）  

項   目  R01年 度  R02年 度  R03年 度  

ビ ル 賃 貸 料 87,981 76,849 91,275 

事 業 費 用 34,819 31,529 42,965 

（ 地   代 ）  (26,655) (21,324) (24,988) 

床 稼 働 率 88.6% 88.6% 100.0% 

 

(3)スイング ビル管 理運営業 務  

年 度末 時 点 で 空 き 区 画は あ り ませ ん 。 一方 、 老 朽化 や 環 境対 応 な ど設

備 の在 り 方 を検 討 す る必 要 が あり ま す 。 そ の 一 環と し て 、 今 年 度 は地

球 環境 に 配 慮し た 熱 源設 備 の 更新 工 事 を行 い 、 省エ ネ の 経済 効 果 を享

受すると ともに 利 害関係者 一同の 環 境意識を 高めま し た。  

                         （単位  千 円）  

項   目  R01年 度  R02年 度  R03年 度  

ビ ル 賃 貸 料 162,338 160,043 161,104 

事 業 費 用 132,630 132,353 123,335 

床 稼 働 率 100.0% 100.0% 100.0% 

 

(4)吉祥寺駅 前共同 ビル管理 運営業 務  

ビルの筆 頭株主 と して、コ ロナ禍 で の テナン トのフ ォ ローや ビ ルの価

値向上に 取り組 み ました 。 コロナ 過 とオープ ン時期 が 重なった 飲食店

は営業が 苦戦を 強 いられて います が 、賃料の 減額な ど 引き続き 支援し

ています 。  

（単位  千円 ）  

項   目  R01年 度  R02年 度  R03年 度  

転 貸 地 代 料 34,701 39,213 41,642 

事 業 費 用 6,940 6,940 6,507 

（ 地  代 ）  (6,940) (6,940) (6,507) 

 

(5)レンタル 事業  

公 社が 所 有 する 様 々 なス ペ ー スを 民 間 事業 者 の 販売 や Ｐ Ｒ活 動 、 クリ

エ イタ ー や 起業 を 志 す方 等 に 貸出 す こ とに よ っ て、 街 の 賑わ い や 活性

化 を促 す と 同 時に 、 初め て 1000万 円 の 大台 を 超 え るレ ン タル ス ペ ース

料 を獲 得 で きま し た 。ま た 、 利用 申 込 シス テ ム の導 入 に より 、 利 用者
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の 利便 性 向 上 と 公 社 職員 の 業 務効 率 化 を実 現 し 、 レ ン タ ル事 業 ト ータ

ルの質を 高め ま し た。 [定款第 ４条第 １項第６ 号事業 ] 

（単位  千円 ）  

2 0 2 1年 度  

実 績  

吉 祥 寺 デ ッ キ  ﾁ ｬ ﾚ ﾝ ｼ ﾞ ﾏ ﾙ ｼ ｪ  Ａ ３ ワ ゴ ン  Ｐ Ｌ ｷﾞ ｬ ﾗ ﾘ ｰ  Ｂ 棟 ｺｰ ﾅ ｰ  

実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  

利 用 日 数  1 4 6日  3 2 4 . 4 %  1 7 2日  1 2 0 . 3 %  3 1 7日  1 2 2 . 9 %  4 2日  1 0 0 . 0 %  4 4日  2 5 8 . 8 %  

利 用 総 額  1 1 , 2 0 8  2 6 4 . 7 %  5 3 5  1 1 5 . 8 %  1 , 8 3 8  1 4 2 . 3 %  2 8 0  9 2 . 7 %  1 9 7  2 7 3 . 9 %  

 

２．管理 ・運営 事 項  

(1)公益目的 支出計 画実施報 告書の 提 出  

移 行後 ８ 回 目の 公 益 目的 支 出 計画 実 施 報告 書 を 、理 事 会 及び 評 議 員会

の 承認 を 得 たの ち 、 令和 ３ 年 ６月 ２ ８ 日に 東 京 都公 益 認 定等 委 員 会へ

提出しま した。 引 き続き着 実に公 益 事業を実 施して い きます。  

 

(2)事務局体 制の変 更  

新 たな 業 務 や プ ロ ジ ェク ト へ の 柔 軟 な 対応 、 人 材 育 成 な どを 踏 ま え て

課制度を 廃止 。職員 が複数の 業務を 担 う チーム 制に移 行 するとと もに 、

そ れ ら の チ ー ム を 統 括 す る 立 場 と し て シ ニ ア マ ネ ー ジ ャ ー を 新 設 し ま

した。  

 


